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栽
培
管
理
を
徹
底
！

“
選
ば
れ
る
＂
高
品
質
な

ミ
ニ
ト
マ
ト
作
り
を
目
指
す

【
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
柑
橘
類
】 ミニトマト（王糖姫）20a、

温州ミカン25a、紅八朔20a、

不知火20aを両親、奥さんと

栽培しています。

日高川町千津川

長
なが

岡
おか

 佳
よし

広
ひろ

さん（45才）
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農
業
は
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思

い
、
5
年
前
に
就
農
し
た
佳
広
さ
ん
。
家

の
農
業
を
受
け
継
ぎ
、
両
親
、
近
所
の
農

家
の
先
輩
方
か
ら
様
々
な
こ
と
を
教
わ

り
な
が
ら
農
業
を
始
め
ま
し
た
。
始
め
る

前
は
農
業
未
経
験
だ
っ
た
の
で
、
一
か
ら

学
ぶ
の
が
と
て
も
大
変
だ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
王
糖
姫
部
会
に
も
入
り
、

さ
ら
に
知
識
、
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。

佳
広
さ
ん
は
「
生
産
者
同
士
で
情
報
交
換

し
て
刺
激
を
受
け
、
さ
ら
に
品
質
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

向
上
心
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
は
8
月
に
定
植
し
、
10
月

～
翌
年
6
月
ま
で
収
穫
し
て
い
ま
す
。
柑

橘
類
は
品
種
に
よ
っ
て
9
月
～
翌
年
３
月

ま
で
収
穫
し
ま
す
。
天
候
な
ど
の
様
子
を

見
な
が
ら
、
栽
培
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

佳
広
さ
ん
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
温
度
管
理
、

防
除
、
水
の
管
理
の
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い

と
い
い
ま
す
。「
高
品
質
な
ミ
ニ
ト
マ
ト

を
収
穫
す
る
た
め
に
、
栽
培
管
理
を
特
に

慎
重
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
部
会
の

仲
間
の
足
を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

昨
年
は
台
風
の
被
害
を
受
け
ま
し
た

が
、
順
調
に
生
育
は
進
ん
で
い
ま
す
。

「
農
業
は
成
功
や
失
敗
す
る
と
き
は
あ
り

ま
す
が
、
必
ず
自
分
に
結
果
が
返
っ
て
く

る
こ
と
に
、
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
、『
無
限
大
』
の
仕
事
だ
と
思
い

ま
す
」
と
佳
広
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
農
業

は
、
様
々
な
可
能
性
や
挑
戦
で
き
る
こ
と

が
溢
れ
て
い
て
、
何
歳
に
な
っ
て
も
で
き

る
仕
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

家
族
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
で
き
、
家
族
と
の
時
間
も
作
れ
る

と
い
い
ま
す
。

佳
広
さ
ん
は
「
消
費
者
に
食
べ
て
選
ば

れ
る
よ
う
な
高
品
質
な
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
作

っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
意
気
込
ん
で
い

ま
し
た
。
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情
報
交
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し
て

品
質
向
上
に
努
め
る

農
業
は
お
も
し
ろ
い
！

『
無
限
大
』
の
仕
事

全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
注
意
し

栽
培
管
理
に
取
り
組
む



4特　集

　
Ｊ
Ａ
紀
州
営
農
対
策
部
は
２
月
１
日
、
が
い
な
ポ

ー
ト
で
営
農
指
導
員
研
究
活
動
成
果
発
表
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
紀
州
の
営
農
指
導
員
15
人
が
花
き
花
木
、
果

樹
、
野
菜
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
物
の
課
題

や
問
題
点
に
つ
い
て
、
研
究
や
活
動
を
発
表
し
ま
し

た
。
審
査
員
は
、
県
果
樹
試
験
場
う
め
研
究
所
、
県

農
業
試
験
場
暖
地
園
芸
セ
ン
タ
ー
、
日
高
振
興
局
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
和
歌
山
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
職

員
な
ど
が
「
実
用
性
」「
着
眼
点
」「
デ
ー
タ
性
」「
発

表
力
」
の
４
項
目
で
審
査
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
「
う
す
い
え
ん
ど
う

省
力
化
に
向
け
た
短
節
間
品
種
導
入
試
験
」
を
発
表

し
た
、
み
な
べ
営
農
販
売
セ
ン
タ
ー
の
萩
野
翔
大
指

導
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
優
秀
賞
に
、
日
高
営
農
販

売
セ
ン
タ
ー
の
白
井
伸
和
指
導
員
、
特
別
賞
に
、
い

な
み
営
農
販
売
セ
ン
タ
ー
の
大
野
隆
之
指
導
員
、
日

高
川
営
農
販
売
セ
ン
タ
ー
の
西
平
充
幸
指
導
員
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

２
月
15
日
に
、
Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
開
か
れ
た
和
歌
山
県

野
菜
・
花
き
園
芸
技
術
員
協
議
会
営
農
活
動
報
告
会

に
、
白
井
伸
和
指
導
員
が
出
場
し
ま
し
た
。

萩
野
指
導
員
は
、
産
地
全
体
で
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
草
丈
が
高
く
、
収
穫
、
整
枝
等
の
作
業
性
の

悪
い
ウ
ス
イ
エ
ン
ド
ウ
の
栽
培
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
こ
と
に
着
目
。
２
０
１
５
年
に
、
み
な
べ
町
で

発
見
さ
れ
た
短
節
間
品
種
２
系
統
と
、
暖
地
園
芸
セ

ン
タ
ー
が
育
種
す
る
１
系
統
の
比
較
試
験
を
行
い
、

有
望
品
種
を
選
定
。
県
と
み
な
べ
い
な
み
豆
部
会
、

Ｊ
Ａ
が
共
同
で
、
様
々
な
研
究
を
重
ね
、
２
年
間
考

慮
し
た
結
果
、
現
地
で
発
見
し
た
有
望
系
統
を
、
最

有
望
系
統
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

「
農
家
の
力
に
な
る
た
め
に
、
日
々
努
力
し
、
今
後

も
課
題
解
決
し
て
い
き
た
い
」
と
熱
意
を
述
べ
ま
し

た
。

研
究
活
動
成
果
発
表
大
会

第
４
回
Ｊ
Ａ
紀
州

営
農
指
導
員

～
組
合
員
の
所
得
向
上
と
農
業
生
産
の
拡
大
は

組
合
員
と
共
に
私
達
が
実
践
し
ま
す
～▲発表する萩野指導員
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発表テーマ（発表順）

①スターチスのガク落ちの原因究明について 御坊営農販売センター 福居　　卓

②サカキの新病害虫発生予察と粒剤防除効果試験 日高川営農販売センター 濱田　光弘

③ゆら早生の品質向上対策試験 日高川営農販売センター 近田　勝紀

④出荷時期把握に向けた豆類における成熟日数調査 いなみ営農販売センター 小杉　里緒

⑤【優秀賞】キュウリの整枝方法による増収対策試験 日高営農販売センター 白井　伸和

⑥フェロモン剤を用いたスイカの耕種的防除技術試験 御坊営農販売センター 油谷壮太朗

⑦梅徒長枝（ズバイ）出荷量確保対策に向けた研究 みなべ営農販売センター 廣澤　健仁

⑧御坊地区におけるカスミソウのダブルピンチ栽培の導入と花木類の検討 御坊営農販売センター 平野　吉浩

⑨【特別賞】端境期の出荷量確保に向けたカスミソウの栽培試験 いなみ営農販売センター 大野　隆之

⑩ＧＡＰ判定における農業振興について 御坊営農販売センター 湯川　美佐

⑪キャロルセブン異型株対策に向けた接ぎ木試験 いなみ営農販売センター 勝本　　卓

⑫【特別賞】成長点局所加温とＣＯ２施用を組み合わせたミニトマト栽培技術 日高川営農販売センター 西平　充幸

※腐植酸液肥施用によるミニトマトの生育調査比較試験について（資料のみ） 日高営農販売センター 清原　夏樹

⑬《特別発表》ミニトマト日本一へ！～赤糖房・優糖星・王糖姫の
　挑戦は続く〜（平成 30 年度全国大会出場時発表テーマ）

いなみ営農販売センター 田中　俊史

これらの発表内容については、各部会活動の中で、生産者の皆様にも報告を行う予定です。
★いなみ営農販売センターの田中俊史指導員が全国大会に出場した様子を来月号に掲載致します。
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JAグループ和歌山は
第18回ジュニア駅伝を応援しています！

2 月 17 日、紀三井寺公園から県庁前までで第 18回和

歌山県市町村対抗ジュニア駅伝大会が開催されました。

JAグループ和歌山は大会を支援・協賛しています。管内

7市町の選手たちにエールを送り、マフラータオル、JA

紀州から梅干しを贈呈しました。

1月 30・31 日、2月 1日の 3日間で大阪府堺市の小学校 5校（562 名）で出

前授業を行いました。今年で 4年目。関西広域連合のエリア内で、和歌山県の

特産を広めるため、梅や豆の栽培方法、歴史、食べ方などを紹介。クイズ形式

で出題して児童たちに楽しく学んでもらいました。食への関心と興味を深める

ために食と農、地域の関わりを重視し、実際に物に触

れて興味を持ち、

心に残る授業に

なるよう、取り組んでいます。

梅ジュース作り体験や、ウスイエンドウを 1分間でど

れだけの量がむけるかの豆むき体験をしました。このよう

な体験を通じて和歌山の農産物を知り、梅や豆を身近な食

べ物に感じてもらうきっかけになればと思います。

「南高梅」と「紀州うすい」の魅力を伝達
県外出前授業で和歌山の農産物を紹介

みなべ町印南町

日高町

御坊市

美浜町

日高川町

由良町

順　位 市　町
３位 御坊市
11位 日高川町
12位 印南町
16位 日高町
17位 美浜町
19位 みなべ町
23位 由良町

鳳南小学校

御礼の手紙も
頂きました

西陶器小学校

新檜尾台小学校

金岡小学校

家原寺小学校

※ジュニア駅伝の順位です
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1 月下旬、みなべいなみミニトマト部会、みなべいなみ

豆部会、みなべいなみ梅部会は、印南町内の 8小中学校に、

特産のミニトマト『優糖星』、ウスイエンドウ、キヌサヤ、

梅酢を提供しました。地元の農産物について知り、親しん

でもらうために毎年取り組んでいます。提供した農産物は、

小中学校の給食に使用され、児童や生徒達は生産者の方々

に感謝の気持ちを込めて、おいしく食べていました。

2月中旬、みなべいなみミニトマト部会とみなべいなみ

豆部会は、南部高校に特産のミニトマト『優糖星』24㎏、

ウスイエンドウ 4㎏、キヌサヤ 2㎏を無償提供しました。

同校の食と農園科食文化探究コースの 1年生 30 人が、2

月 14・19 日に分かれて、提供食材を取り入れた調理実習

を行いました。今後も JAは高校生とコラボレーションす

ることで、新たなレシピ開発や地域農業の活性化などに貢

献していきます。

2月 14 日、みなべいなみ花き部会は、いなみこども園

でフラワーアレンジメント教室を行いました。同会員の山

下勝也さんが講師を務め、印南町特産のスターチス、カス

ミソウ、カーネーション、スイートピーを使用し、年長

63人がアレンジメント作りに挑戦。個性溢れるアレンジ

メントが完成しました。

海外ではバレンタインに花を贈る風習があり、日本でも

普及活動が行われています。バレンタインに大切な人に花

を贈ってみてはいかがでしょうか。

稲原中学校は、14 年前から一年を通して全校生徒で農

作業に取り組む「稲中農業」が評価され、1月に 2018 年

度和歌山県きのくに教育賞団体の部を受賞しました。同賞

は、県の学校教育において、特に優れた教育実践を行い、

成果を上げていると認められた団体に贈られます。

生徒会長の杉本淳哉さんは「3年生になって先輩から受

け継いだ稲中農業を引き継ぐ気持ちが一層大きくなりまし

た。自分たちのやっていることが認められて嬉しいです」

と喜びの気持ちを話しました。

フラワーアレンジメント教室
バレンタインに花を贈ろう！

稲原中学校
きのくに教育賞受賞！

印南町の小中学校に地元の特産品を提供
農産物について給食で学ぶ

南部高校に地元の特産品を提供
新レシピ開発や地域活性化へ

▲実習の中で豆・ミニトマトの下処理法などを学んだ生徒達

▲慎重に花を生ける園児達▲全校生徒で受賞を喜びました

▲ �1 月 29 日に印南小学校
の給食に並び、美味しく
食べてくれました！

▲【印南小学校の給食】
　�ごはん・梅酢から揚げ・ミ
ニトマト・キヌサヤのゆか
りあえ・甚太郎煮・牛乳



4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】公私共に活躍の場が広がりそう。やりたいことがあれば、積極的に自己アピールを。にぎやかな場所につきあり　
【健康運】軽く体を動かすことで、より健康体に　【幸運を呼ぶ食べ物】モズク牡羊座 3/21〜

4/19
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2 月 13 日、第 6回講座『美浜の味を召し上がれ！雛ち

らしと煙樹ヶ浜巻き体験』を開催し、受講生 12人が参加

しました。まるあい寿司（美浜町）の長谷真理子さんが講

師となり、地元食材をふんだんに使った巻き寿司「煙樹ヶ

浜巻き」と、可愛いお雛様の飾り付けをした「雛ちらし」

を作りました。受講生らは長谷さんから、寿司の巻き方

等のコツを教わりながら、寿司作りを楽しみました。

女性大学ヴィーナス
第6回講座 寿司作り

2 月 1日、ロマンシティでボウリング大会を開催し、8

チーム25人が参加しました。真剣勝負で熱い戦いをして、

会員相互の交流を深めました。

女性会ニュース いなみブロック
ボウリング大会

２月６・７日、神奈川県横浜市のパシフィコ横浜 国立大ホールで「全国家の光大会」が開催されました。スローガン

である『共感の輪を広げ　育もう協同の心　高めよう協同の力』のもと、全国から JA女性組織のメンバーや JAの役職

員など約 2,300 人が参集。６日、予選の都道府県代表体験発表で、和歌山県代表としてＪＡ紀州女性会みなべブロック

の会員、＂梅愛隊＂のメンバーである林弘子さんが発表しました。予選 47人の中から６人が選ばれ、林さんは見事決勝

に進みました。

林さんは＂梅愛隊＂として全国へ出向き、JAや行政と連携し、地域活性化に力を入れる様子や、学校での梅講習会で

子ども達と交流する活動等を発表。梅をこよなく愛し、一人でも多くの方に「紀州みなべの南高梅」を知っていただく

ため熱くＰＲしました。

第61回　全国家の光大会で「家の光協会会長特別賞」受賞
「梅とともに生きる」和歌山県代表　林　弘子さん

自己改革

▲「家の光協会会長特別賞」でトロフィー授与

▲立派な巻き寿司と可愛いちらし寿司が完成！

▲発表する林弘子さん

赤坂 真美
中 ひとみ
田中 秀子

中　 雅代
谷　 博美
平野 智子

★準優勝★優　勝

稲原Ａチーム 稲原Bチーム



4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�あれこれ考え過ぎてしまう時期です。開き直りの気持ちを大切に。丁寧に水回りを掃除すると、開運します
【健康運】喉のケアをきちんと行うと、好影響大　【幸運を呼ぶ食べ物】コゴミ牡牛座 4/20～
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2 月 10 日、みなべ

町保健福祉センターで

「ＵＭＥ－ 1グルメ甲子

園 in 梅の里みなべ」を

開催し、みなべいなみ

梅部会も参加しました。

グルメ審査員として、

光洋組合長が出席。

また、青年部みなべい

なみ支部が梅ジュース

体験、みなべいなみ豆

部会が豆むき大会を行

い、大勢の来場者

で賑わいました。

ＵＭＥ－１フェスタ
豆むき大会等も大人気！

２月 10日、第 13回日高川町農業祭「明るい農業　地

域のきずな　夢開く」が日高川町農村環境改善センター

などで開催されました。農産物品評会、農産物・加工品

の販売、展示、体験などで賑わい、大勢のお客様が訪れ

ました。

第13 回日高川町農業祭
JA 紀州各部会も参加！

1 月 29 日、JA 紀州本店で第 36 回御坊署管内 JA 共

済防犯対策連絡協議会を行い、御坊署員と JA役職員 14

人が出席しました。機関同士が連携して防犯対策に取り

組んでいくことを再確認し、共済事業の概要報告、今年

度の事業計画などを協議しました。

光洋組合長は「今後とも連絡を密にして防犯対策に

努め、安心して共済事業を推進していきたい」と挨拶を

述べました。

第36 回御坊署管内
JA 共済防犯対策連絡協議会

2 月 14 日、がいなポートで第４回講座「大切な人への

思いを込めて。俺から贈るサプライズ」を開催し、5人

が出席しました。講師にフラワーショップむかいの代表

向井芳子氏を招き、一人ひとりサポートしながらフラワー

アレンジメントを教えていただきました。受講生のほと

んどが、アレンジメントが初めて。花を慎重に扱いながら、

可愛いハート型のアレンジメントが完成しました。

男性講座「粋」くらし道場
第4 回講座バレンタインに花を贈ろう

▲梅ジュース作り ▲農産物品評会には合計 749 点が出品されました

▲向井氏㊧から学ぶ受講生▲ 光洋組合長が熱く話しました

▲豆むき大会 ▲女性会川辺ブロック 
　サバの早寿司販売、ふれあい汁（豚汁）無料提供

自己改革



4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�交友関係が活発化する予感。飲み会の席や旅先で良い出会いに恵まれそう。趣味や習い事に力を注ぐのも正解　
【健康運】無理は禁物です。適度な休息を心掛けて　【幸運を呼ぶ食べ物】蜂蜜双子座 5/21〜
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平成30年度　花き品評会
日高地方の花き56点集まる！

2 月 15 日、日高地方花き連合会は、がいなポートで第 3回花き品評会

を開催しました。日高地方の花き生産者の交流と栽培技術の研鑽を図るこ

とが目的。日高地方の主要品目であるスターチス、カスミソウ等を中心に、

御坊市・印南町・由良町・日高川町から 13品目 56点の出展がありました。

県農業試験場、暖地園芸センターの研究員、JA紀州職員などの 5人が審査。

金賞２点、特別賞 1点、銀賞 5点、銅賞 7点の計 15 点を選出し、生産者

を表彰しました。

また、16日にはロマンシティ1階エントランスホールに、

出展された花き類を展示した後、訪れたお客様に花束にし

て無料配布、花活けの実演等を行いました。

氏　名 市　町 品　目 品　種
中尾 貴宏さん 印南町 スターチス シースルーホワイト
浜田　 正さん 御坊市 カスミソウ ベールスター

氏　名 市　町 品　目 品　種
山本 修功さん 御坊市 バラ アバランチェ

金　賞

特別賞

氏　名 市　町 品　目 品　種
前田 昌紀さん 御坊市 スターチス フェアリーピンク
堀　 幸代さん 印南町 スイートピー べっぴん
片山　 弘さん 由良町 スプレーギク セイプリンス
芝本 貴史さん 御坊市 ガーベラ アサイーケーキ
有地 秀和さん 御坊市 ダリア ピンククォーツ

銀　賞

氏　名 市　町 品　目 品　種
山野　茂さん 御坊市 スターチス エンゼルクリスタ
山本 茂春さん 印南町 スターチス シャンディ―ピンク
片山 卓哉さん 印南町 スターチス サンデーバイオレット
佐藤 公彦さん 御坊市 スターチス シースルーホワイト
玉置 良広さん 日高川町 SP カーネーション ラスクピンク
菊池 康記さん 御坊市 テマリンソウ テマリンソウ
熊代 洋子さん 日高川町 ヒサカキ ―

銅　賞

Ａコープ各店舗で節分豆まきを開催
大勢のお客様で賑わう

２月３日、Ａコープかわべ店、ひだか店、ゆら店、みなべ店、いなみ店の５店舗で、毎年恒例の節分豆まきを開催しました。

日頃の感謝を込めて、豆やお菓子、パンなどの中に当日限りのお買物券付きの商品をまき、大勢のお客様で賑わいました。

▲いなみ店

▲ひだか店

▲ゆら店 ▲みなべ店

▲かわべ店

▲左から中尾さん、浜田さん



4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�環境などの変化がもとでプレッシャーを感じがち。気張らず、気楽に構えましょう。絵本を読むとリラックス可能　
【健康運】生活リズムが乱れやすい。夜更かし厳禁　【幸運を呼ぶ食べ物】アシタバ蟹　座 6/22～
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ベ
ラ
ン
ダ
で
で
き
る
キ
ッ
チ
ン
ガ
ー
デ
ン

土
壌
医
●
藤
巻
久
志

バ
ジ
ル
（
シ
ソ
科
メ
ボ
ウ
キ
属
）

　

ハ
ー
ブ
と
い
う
言
葉
が
日
本
で
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
世
界
各
国

の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
大
阪
万
博
（
１
９
７
０
年
）
に
出
店
し
た
頃
か
ら
で
す
。
代
表
的

ハ
ー
ブ
の
バ
ジ
ル
も
そ
の
頃
か
ら
普
及
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
な
の
は
光
沢
の
あ
る
葉
の
ス
イ
ー
ト
バ
ジ
ル
で
す
。
属
名
や
和
名
の
メ
ボ
ウ
キ（
目

箒
）
は
、
種
を
目
に
入
れ
る
と
寒
天
の
よ
う
な
物
質
が
出
て
目
の
ご
み
を
取
り
去
る

か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
イ
タ
飯
ブ
ー
ム
」（
１
９
９
０
年
こ
ろ
）
の
際
、
葉
の
緑
色
が
イ
タ
リ
ア
国
旗
を

象
徴
し
て
い
る
と
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
白
色
は
チ
ー
ズ
、
赤
色
は
ト
マ
ト
の
マ
ル

ゲ
リ
ー
タ
ピ
ザ
や
カ
プ
レ
ー
ゼ
サ
ラ
ダ
な
ど
で
す
。

　

熱
帯
ア
ジ
ア
原
産
の
多
年
草
の
バ
ジ
ル
は
、
日
本
で
は
越
冬
で
き
な
い
の
で
一
年

草
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
発
芽
適
温
も
生
育
適
温
も
20
～
25
度
で
す
か
ら
、
種
ま
き

は
遅
霜
の
心
配
が
な
い
4
月
中
旬
以
降
で
す
。
畑
が
な
く
て
も
、
日
当
た
り
の
良
い

ベ
ラ
ン
ダ
で
栽
培
で
き
ま
す
。

　

深
さ
15
㎝
以
上
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
市
販
の
培
養
土
を
入
れ
、
20
㎝
間
隔
で
種
を
4

～
5
粒
ず
つ
点
ま
き
を
し
ま
す
。
好
光
性
種
子
な
の
で
覆
土
は
ご
く
薄
く
し
、
十
分

水
や
り
し
ま
す
。
本
葉
2
枚
の
頃
に
健
全
な
苗
を
残
し
て
１
本
立
て
し
ま
す
。
追
肥

は
１
０
０
０
倍
の
液
肥
を
1
週
間
置
き
に
施
し
ま
す
。

　

本
葉
10
枚
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
ら
、
摘
芯
し
て
脇
芽
を
伸
ば
し
ま
す
。
摘
芯
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
葉
が
多
く
出
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

短
日
植
物
な
の
で
、
7
月
中
旬
か
ら
シ
ソ
に
似
た
白
い
花
を
付
け
ま
す
。
花
が
咲

く
と
株
が
老
化
し
や
す
い
の
で
、
花
穂
は
早
め
に
摘
み
取
り
ま
す
。

　

順
次
葉
を
摘
み
取
り
収
穫
し
ま
す
。
多
め
に
収
穫
し
た
と
き
は
乾
燥
や
冷
凍
、
ペ

ー
ス
ト
に
し
て
保
存
し
、
香
り
を
一
年
中
楽
し
み
ま
す
。

　

イ
タ
リ
ア
語
で
は
バ
ジ
リ
コ
。
ゆ
で
た
て
の
ス

パ
ゲ
テ
ィ
に
生
の
バ
ジ
ル
の
葉
を
刻
ん
で
あ
え
れ

ば
バ
ジ
リ
コ
ス
パ
ゲ
テ
ィ
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

ト
マ
ト
を
加
え
れ
ば
緑
・
白
・
赤
の
イ
タ
リ
ア
ン

カ
ラ
ー
に
な
り
ま
す
。

営農販売　トピックス

●野菜
　２月 15日、がいなポートでウスイエンドウの目揃え会
を開催し、生産者１７人が出席しました。

　２月 21 日、京都
生協の方々がみなべ
町に訪れ、ウスイエ
ンドウ収穫体験、ミ
ニトマトの圃場を見
学していただきまし
た。

●花
　２月 20・27 日、が
いなポートと印南地区
でスターチス、カスミ
ソウの目揃え会を開催
し、生産者約 80 人が
出席しました。

　２月 14日、名田中学校でオリンピックフラッグツアー
が行われ、御坊の花をアレンジして、PRしました。



4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�持ち前の行動力を発揮できる月。興味を引かれるジャンルがあれば、ぜひ挑戦してみて。サポート運も強力です　
【健康運】ストレッチなどで体を伸ばすとグッド　【幸運を呼ぶ食べ物】トリガイ獅子座 7/23～
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12あぐりガイド

い
た
め
、
降
雨
前
の
散
布
を
心
掛
け
て
下

さ
い
。

　

か
い
よ
う
病
の
防
除
で
最
も
効
果
の
高
い

の
は
、
防
風
ネ
ッ
ト
や
防
風
垣
の
設
置
で
す
。

◎
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
多
発
園

タ
マ
カ
タ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
多
発
園
（
黒

色
の
粒
状
の
虫
が
枝
裏
に
付
着
）
や
ウ
メ
シ

ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
多
発
園
は
4
月
中
下
旬
に

手
散
布
で
ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル
1,000
倍
7

日
前
／
2
回
を
散
布
し
て
下
さ
い
。

◎
ハ
ダ
ニ
多
発
園
（
4
月
上
中
旬
）

　

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
防
除
の
場
合
は
ニ
ッ
ソ

ラ
ン
水
和
剤
3,000
倍
7
日
前
／
2
回
を
散
布
し

て
下
さ
い
。

　

ハ
ダ
ニ
は
抵
抗
性
が
つ
き
や
す
い
た
め
、

多
発
園
以
外
は
で
き
る
だ
け
散
布
し
な
い
で

下
さ
い
。

◎
ホ
ウ
素
供
給

　

4
月
上
旬
～
５
月
上
旬
ま
で
、
ホ
ウ
素
供

給
と
し
て
葉
面
散
布
剤（
ヨ
ー
ヒ
Ｂ
５
・
プ
ラ

ム
エ
ー
ス
）
800
倍
を
数
回
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

◎
薬
害
に
つ
い
て

　

梅
は
単
用
散
布
で
も
品
種
・
散
布
時
の
気

温
・
天
候
・
果
実
の
熟
度
等
に
よ
り
薬
害
が

発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
実
肥
の
施
用
（
時
期
：
4
月
上
旬
）

　

施
肥
名
・
量
に
つ
い
て
は
、
営
農
指
導
員

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
ス
カ
シ
バ
コ
ン
Ｌ
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！！

　

40
本
～
100
本
／
10
ａ

県
う
め
研
究
所
・
Ｊ
Ａ
で
は
、
平
成
21
年

よ
り
試
験
を
実
施
し
、
防
除
効
果
も
確
認
し

て
い
ま
す
。
10
ａ
あ
た
り
50
本
を
厳
守
し
、

地
域
全
体
で
コ
ス
カ
シ
バ
か
ら
梅
産
地
を
守

り
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
以
上
、
被
害
を
拡
大
さ

せ
な
い
た
め
に
は
、
農
家
一
人
一
人
の
設
置

が
重
要
で
す
。
産
地
全
体
の
設
置
で
効
果
が

高
ま
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
被
害
の
ひ
ど
い
園
で
は
、

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
フ
ロ
ア
ブ
ル　

4,000
倍
/
前
日

を
散
布
し
密
度
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

○
剪
定

近
年
は
、
同
一
園
地
内
に
お
け
る
樹
の
ば

ら
つ
き
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
樹
が

豊
作
型
か
不
作
型
か
を
見
極
め
て
剪
定
方
法

を
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

豊
作
型
の
樹
で
は
春
枝
の
量
を
整
理
調
節

し
、
同
時
に
新
梢
の
発
生
を
促
進
さ
せ
て
下

さ
い
。

不
作
型
の
樹
で
は
で
き
る
だ
け
昨
年
発
生

し
た
春
枝
を
残
し
て
、
混
み
合
っ
た
部
分
の

枝
の
み
剪
定
し
て
下
さ
い
。
し
た
が
っ
て
無

理
に
剪
定
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

基
本
的
に
は
①
樹
高
を
下
げ
る
②
主
枝
と

の
競
合
枝
を
間
引
く
③
内
向
枝
、
立
ち
枝
、

下
垂
枝
を
除
く
④
枯
れ
枝
の
除
去
を
行
っ
て

下
さ
い
。

樹
全
体
に
光
が
よ
く
当
た
り
、
病
害
虫
防

除
や
摘
果
、
収
穫
作
業
の
し
や
す
さ
も
考
慮

し
な
が
ら
樹
作
り
を
行
っ
て
下
さ
い
。

梅
園
管
理
に
つ
い
て

３
月
か
ら
は
、
防
除
期
で
す
。
農
薬
の
使

用
基
準
は
厳
守
し
ま
し
ょ
う
。

農
薬
散
布
後
は
、
す
み
や
か
に
防
除
歴
へ

の
入
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
梅
の
防
除
に
つ
い
て
）

◎�

み
つ
ば
ち
回
収
終
了
後
、
幼
果
が
見
え
る

前
ま
で

◦
か
い
よ
う
病

　
　

Z
ボ
ル
ド
ー　

500
倍
（
葉
芽
発
芽
前
）

　
　

ク
レ
フ
ノ
ン　

200
倍

　
　
　

又
は

　
　

Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
66
Ｄ　

50
倍

（
葉
芽
発
芽
前
）

◦
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

　
　

モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤　

4,000
倍

（
前
日
／
3
回
）

＊�

銅
剤
は
幼
果
が
見
え
て
い
れ
ば
、
薬
害
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
使
用
し
な
い
で

下
さ
い
。

＊�

灰
色
か
び
病
多
発
園
で
は
、
ロ
ブ
ラ
ー
ル

水
和
剤　

1,500
倍
（
45
日
前
／
2
回
）
を
散

布
し
て
下
さ
い
。

◎
発
芽
期

◦
か
い
よ
う
病

　
　

マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド　
　
　
　

1,500
倍

（
21
日
前
／
4
回
）

◦
黒
星
病

　
　

デ
ラ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル　
　
　

2,000
倍

（
45
日
前
／
1
回
）

　
　
　

又
は

◦
黒
星
病
（
多
発
園
）

　
　

ス
コ
ア
顆
粒
水
和
剤　
　
　

3,000
倍

（
前
日
／
3
回
）

◎
幼
果
期

◦
か
い
よ
う
病

　
　

マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド　
　
　
　

1,500
倍

（
21
日
前
／
4
回
）

◦
黒
星
病

　
　

ペ
ン
コ
ゼ
ブ
フ
ロ
ア
ブ
ル　

1,000
倍

（
21
日
前
／
3
回
）

　
　
　

又
は

　
　

イ
オ
ウ
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤　
　

500
倍

＊�

イ
オ
ウ
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
は
、
4
月
下
旬
以

降
は
薬
斑
が
残
る
の
で
使
用
し
な
い
で
下

さ
い
。

＊�

多
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
ア
ビ
オ
ン

－

E
　
1,000
倍
を
加
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
か
い
よ
う
病
に
つ
い
て

＊�

か
い
よ
う
病
菌
は
、
気
温
12
～
13
℃
以
上

で
増
加
し
、
強
風
雨
が
あ
れ
ば
特
に
発
生

が
多
く
な
り
ま
す
。

　

�

マ
イ
シ
ン
剤
の
効
力
は
7
日
間
程
度
と
短

う 

め

柑
橘
類

あ

ド

ぐイ

ガ

り
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⑤�

地
上
部
は
根
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
勢

い
よ
く
芽
を
出
さ
せ
る
た
め
、
夏
芽
か
秋

芽
の
コ
ブ
下
の
強
い
外
芽
で
切
り
返
す
。

（
図
1
）
1
年
生
苗
木
は
接
ぎ
木
部
か
ら
30

～
50
㎝
の
と
こ
ろ
で
切
る
。

⑥�

定
植
後
は
敷
き
ワ
ラ
な
ど
で
被
覆
し
、
乾

燥
防
止
と
除
草
を
徹
底
す
る
。

⑦�

風
の
強
い
園
地
な
ど
で
は
、
苗
木
が
ぐ
ら

つ
い
た
り
し
な
い
よ
う
、
支
柱
を
立
て
る
。

⑧�

発
芽
後
は
チ
ッ
ソ
主
体
の
液
肥
を
葉
面
散

布
し
、
生
育
を
促
進
さ
せ
る
。

⑨�

植
え
付
け
後
の
施
肥
は
、
1
～
2
ヶ
月
ご

と
に
少
量
ず
つ
（
１
株
2
～
3
掴
み
程
度
）

有
機
質
肥
料
又
は
ロ
ン
グ
肥
料
等
を
施
用

す
る
。

⑩�

植
え
付
け
後
の
成
長
は
水
の
影
響
が
大
き

い
の
で
、
10
日
以
上
降
雨
が
無
け
れ
ば
十

分
な
潅
水
を
行
う
。

け
て
下
さ
い
。

病
害
虫
防
除

葉
か
び
病
や
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
の
多
発
時
期

と
な
り
ま
し
た
。

作
業
遅
れ
の
な
い
よ
う
定
期
的
に
摘
葉
を

行
い
、
被
害
葉
や
害
虫
の
卵
を
圃
場
外
へ
持

ち
出
す
と
共
に
、
予
防
的
薬
剤
散
布
を
実
施

し
て
下
さ
い
。

●
小
玉
ス
イ
カ

3
月
定
植
栽
培
で
は
定
植
時
期
と
な
り
、

2
月
定
植
ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
交
配
期
と
な
り

ま
す
。
一
斉
着
果
を
目
指
す
ス
イ
カ
栽
培
に

お
い
て
、
交
配
期
の
温
度
管
理
、
草
勢
管
理

は
栽
培
期
間
中
で
最
も
大
切
な
作
業
と
な
り

ま
す
の
で
、
再
度
栽
培
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
、

栽
培
管
理
に
努
め
て
下
さ
い
。

定
植
準
備

耕
う
ん
の
際
は
土
壌
水
分
状
態
に
注
意
し

て
下
さ
い
。

定
植
時
の
水
分
状
態
、
地
温
（
地
下
15
㎝

で
15
℃
以
上
）
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
（
根
張

り
の
確
保
）
と
な
り
ま
す
の
で
、
畝
芯
ま
で

の
潅
水
作
業
や
、
早
め
に
畝
立
て
マ
ル
チ
ン

グ
の
準
備
等
を
行
っ
て
下
さ
い
。

交
配
期
～
交
配
、
着
果

・
交
配
前
の
ツ
ル
引
き
、
整
枝

ツ
ル
引
き
時
に
は
、
各
ツ
ル
の
草
勢
に
勝

ち
負
け
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
ツ
ル
先
の
位

置
を
で
き
る
限
り
揃
え
、
ま
た
ツ
ル
間
を
均

等
に
す
る
な
ど
、
各
ツ
ル
に
光
が
よ
く
当
た

る
よ
う
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ツ
ル
引
き
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
草
勢
に
よ
り

調
整
し
ま
す
。

●
ミ
ニ
ト
マ
ト

温
度
上
昇
に
伴
い
、
着
色
ス
ピ
ー
ド
や
側

枝
の
発
生
が
速
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
こ
の
時
期
は
、
栽
培
管
理
が
遅

れ
気
味
に
な
り
が
ち
で
す
。
計
画
的
に
作
業

を
進
め
、
高
品
質
果
実
生
産
に
努
め
て
下
さ

い
。

温
度
管
理

日
中
の
ハ
ウ
ス
内
は
高
温
と
な
り
ま
す
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
最
適
温
度
は
25
℃
前
後
と
言

わ
れ
て
お
り
、
35
℃
を
超
え
て
く
る
と
花
粉

の
発
現
能
力
低
下
や
草
勢
の
弱
り
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

日
々
の
天
候
に
あ
わ
せ
、
ハ
ウ
ス
の
開
閉

具
合
を
調
節
し
て
下
さ
い
。

ア
イ
コ
栽
培
で
は
、
日
焼
け
防
止
の
た
め
、

3
月
下
旬
よ
り
遮
光
（
遮
熱
）
ネ
ッ
ト
被
覆

を
行
っ
て
下
さ
い
。

た
だ
し
、
ネ
ッ
ト
は
日
々
の
天
候
に
あ
わ

せ
開
閉
し
、
ハ
ウ
ス
内
へ
の
光
確
保
に
努
め

て
下
さ
い
。

潅
水
管
理

温
度
上
昇
に
伴
い
、
潅
水
量
を
増
加
さ
せ

ま
す
。
し
か
し
一
度
に
多
量
の
潅
水
を
行
う

と
、
色
ム
ラ
果
や
軟
化
玉
の
発
生
に
繋
が
り

ま
す
。

先
月
同
様
に
、
少
量
多
回
数
潅
水
を
心
掛

野 

菜 

類

図 1　切り返す枝の位置

秋芽

夏芽

春芽

夏芽が充実していれ
ば夏芽と秋芽の間の
節の下で切り返し。

夏芽が充実してい
なければ、春芽と
夏芽の間の節の下
で切り返し。

○
春
肥
の
施
用
と
春
草
の
除
去

　

春
肥
は
、
開
花
結
実
や
新
梢
伸
長
な
ど
を

促
進
さ
せ
る
の
に
重
要
で
す
の
で
、
柑
橘
類

施
肥
基
準
を
参
考
に
施
肥
し
て
下
さ
い
。
ま

た
、
地
温
の
上
昇
に
伴
い
雑
草
も
多
く
な
っ

て
き
ま
す
の
で
除
去
し
て
下
さ
い
。

○
病
害
虫
の
防
除

　

12
～
1
月
に
マ
シ
ン
油
を
散
布
し
て
い
な

い
園
で
は
、
3
月
中
下
旬
に
80
倍
で
散
布
し

て
下
さ
い
。
こ
の
時
期
の
散
布
は
ミ
カ
ン
ハ

ダ
ニ
や
サ
ビ
ダ
ニ
の
密
度
を
下
げ
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
昨
年
の
台
風
の
影
響
で
中

晩
柑
に
つ
い
て
は
、
か
い
よ
う
病
が
多
く
発

生
し
て
い
る
た
め
収
穫
し
終
え
た
園
地
か
ら
、

か
い
よ
う
病
の
防
除
と
し
て
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー

66
Ｄ
を
50
倍
で
散
布
し
て
下
さ
い
。
マ
シ
ン

油
と
の
散
布
間
隔
は
約
2
週
間
で
す
。

○
苗
木
の
植
え
付
け

3
月
か
ら
4
月
に
か
け
て
品
種
更
新
の
時

期
で
す
。
改
植
に
よ
る
更
新
の
注
意
点
は
次

の
通
り
で
す
。

①�

苗
は
植
え
付
け
ま
で
直
射
日
光
を
避
け
、

根
は
絶
対
に
乾
か
さ
な
い
よ
う
に
管
理
す

る
。

②�

苗
の
鉢
は
表
面
の
土
・
根
を
ほ
ぐ
し
、
傷

ん
で
い
る
太
根
は
ハ
サ
ミ
で
切
り
直
す
。

細
根
は
大
切
に
多
く
残
す
。

③�

植
え
穴
に
水
を
た
っ
ぷ
り
浸
透
さ
せ
、
根

を
四
方
に
広
げ
土
を
被
せ
る
。

④�

深
植
え
せ
ず
、接
ぎ
木
部
が
露
出
す
る
程
度

と
す
る
。（
接
木
部
が
土
に
埋
ま
る
と
雨
水

等
が
浸
入
し
て
枯
れ
こ
む
場
合
が
あ
る
）

根
と
土
を
密
着
さ
せ
、
十
分
に
潅
水
す
る
。
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草　　勢 ツルを引くタイミング

弱い場合 交配前 7 日前後

普　　通 交配前 5 日前後

強い場合 交配前 3 日前後

・草勢とツル引きのタイミング

※�草勢が非常に強く、スムーズな交配が難
しい場合、草勢調整を行うため、交配前
の葉面散布剤使用を検討する必要があり
ます。使用の際は、各営農指導員まで相
談して下さい。

の
花
で
再
度
一
斉
着
果
を
狙
い
ま
し
ょ
う
。

着
果
が
ば
ら
つ
く
と
変
形
果
や
裂
果
、
ツ
メ

入
り
果
の
発
生
原
因
と
な
り
ま
す
。

《
ミ
ツ
バ
チ
交
配
の
注
意
点
》

　

条
件
に
よ
り
、
飛
び
が
鈍
く
な
っ
た
り
、

死
亡
率
が
高
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
再

度
、使
用
方
法
や
栽
培
管
理
等
を
確
認
し
、
適

正
使
用
に
努
め
て
下
さ
い
。

確
認
事
項
①

　

定
植
時
に
、
植
え
穴
へ
モ
ス
ピ
ラ
ン
粒
剤

ま
た
は
ベ
リ
ー
マ
ー
ク
Ｓ
Ｃ
以
外
の
薬
剤
を

使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
ミ
ツ
バ
チ
の
使
用

は
絶
対
し
な
い
で
下
さ
い
。

確
認
事
項
②

交
配
用
ミ
ツ
バ
チ
は
、
交
配
数
日
前
か
ら

余
裕
を
も
っ
て
圃
場
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

確
認
事
項
③

ト
ン
ネ
ル
栽
培
で
は
、
必
ず
ト
ン
ネ
ル
の

両
端
に
穴
を
あ
け
、
ミ
ツ
バ
チ
の
逃
げ
穴
を

作
っ
て
下
さ
い
。

確
認
事
項
④

交
配
期
間
中
は
、
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ
ル
を

閉
め
き
ら
な
く
て
も
、
ミ
ツ
バ
チ
は
逃
げ
ず

に
交
配
作
業
を
行
い
ま
す
。
ミ
ツ
バ
チ
を
逃

が
さ
な
い
よ
う
に
と
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ
ル
を

閉
め
切
る
こ
と
に
よ
り
、
ハ
ウ
ス
内
や
ト
ン

ネ
ル
内
が
過
度
な
高
温
と
な
り
、
ミ
ツ
バ
チ

の
体
力
を
消
耗
さ
せ
、
交
配
作
業
を
行
な
わ

く
な
り
ま
す
。

交
配
前
の
温
度
管
理

　

交
配
の
3
日
前
頃
か
ら
は
、
夜
温
の
確
保

に
努
め
雄
花
の
充
実
を
促
し
ま
し
ょ
う
。
温

度
確
保
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
夕
方
ハ
ウ
ス
（
ト

ン
ネ
ル
等
）
を
早
め
に
閉
め
、
閉
め
た
後
に

ハ
ウ
ス
（
ト
ン
ネ
ル
等
）
内
の
温
度
が
少
し

上
昇
す
る
程
度
を
目
安
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

≪

交
配
期
目
標
確
保
夜
温
：
15
℃
以
上≫

交
配
作
業

・
整
枝
本
数
と
交
配
節
位

5
本
整
枝　

4
果
着
果

→�

20
節
前
後
の
4
番
花
を
中
心
に
一
斉
着

果
を
狙
い
ま
し
ょ
う
。

4
本
整
枝　

3
果
着
果

→�

15
節
前
後
の
3
番
花
を
中
心
に
一
斉
着

果
を
狙
い
ま
し
ょ
う
。

交
配
が
上
手
く
い
か
ず
、
着
果
が
ば
ら
つ

い
た
時
に
は
、
再
度
ツ
ル
を
引
き
直
し
、
次

着
果
～
初
期
肥
大
期

・
着
果
棒
立
て

着
果
棒
を
立
て
る
間
隔
は
3
日
で
す
。
必

ず
決
め
ら
れ
た
日
に
決
め
ら
れ
た
色
棒
を
立

て
、
作
業
終
了
次
第
報
告
し
て
下
さ
い
。

初
期
肥
大
期
の
栽
培
管
理

摘
果
は
、
果
実
が
鶏
卵
大
の
大
き
さ
に
な

る
ま
で
行
い
、
果
実
の
初
期
肥
大
を
促
し
ま

し
ょ
う
。

着
果
後
2
週
間
は
、
ハ
ウ
ス
内
や
ト
ン
ネ

ル
内
の
温
度
管
理
は
、
30
℃
前
後
の
や
や
高

め
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
極
端
な

高
温
は
、
果
実
や
葉
、
ツ
ル
が
日
焼
け
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

潅
水
は
、
草
勢
を
確
認
し
な
が
ら
数
回
実

施
し
、初
期
肥
大
を
促
し
ま
し
ょ
う
。た
だ
し
、

一
度
に
極
端
な
潅
水
は
、
裂
果
や
ツ
メ
入
り

果
の
発
生
に
繋
が
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下

さ
い
。
潅
水
量
は
、
1
回
目
は
少
な
く
し
て
、

徐
々
に
潅
水
量
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

土
ぶ
せ
栽
培
の
圃
場
準
備

長
雨
や
豪
雨
対
策
と
し
て
、
排
水
路
を
広

め
に
と
り
、
高
畝
に
し
て
、
根
域
を
確
保
し

て
下
さ
い
。

●
キ
ュ
ウ
リ

11
月
か
ら
の
低
温
、
低
地
温
で
根
の
活
性

が
悪
く
な
っ
て
お
り
草
勢
低
下
に
よ
る
吸
肥
、

吸
水
の
低
下
で
病
気
の
発
生
・
拡
大
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
草
勢
回
復
を
心
掛
け
る
管
理
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
高
温
・
強
光
線
・
乾
燥

の
条
件
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
日
中
は
30
℃

を
越
え
な
い
よ
う
に
し
、
通
路
に
も
散
水
を

行
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
急
な
潅
水
量
の
増
加
は
根
を
痛
め

る
た
め
、
気
温
が
上
昇
し
て
き
た
ら
間
隔
日

数
を
縮
め
こ
ま
め
に
行
っ
て
下
さ
い
。
摘
葉

は
下
、
中
段
を
中
心
に
行
い
採
光
を
確
保
し
、

節
に
適
度
な
光
を
当
て
て
良
質
な
枝
の
発
生

を
促
し
ま
し
ょ
う
。
芯
摘
み
は
、
節
間
長
く

細
い
枝
、
開
花
を
伴
わ
な
い
枝
、
上
部
の
枝

を
摘
み
、
そ
れ
以
外
は
放
任
あ
る
い
は
様
子

見
と
し
て
下
さ
い
。

病
害
虫
は
べ
と
病
・
う
ど
ん
こ
病
・
か
っ

ぱ
ん
病
・
菌
核
病
・
灰
色
か
び
病
・
ミ
ナ
ミ

キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
を
中
心
に
防
除
を
行
っ

て
下
さ
い
。

●
ピ
ー
マ
ン
・
ナ
ス

気
温
の
上
昇
に
伴
い
、
葉
か
ら
の
蒸
散
が

盛
ん
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
着
果
も
多
く
な

る
た
め
、
潅
水
の
間
隔
を
短
く
し
、
液
肥
の

量
を
増
や
す
こ
と
も
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
ピ
ー
マ
ン
に
つ
い
て
は
、
液
肥

を
中
心
に
行
う
と
尻
腐
れ
の
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
、
置
き
肥
を
中
心
に
行
っ
て
下
さ
い
。

尻
腐
れ
の
予
防
に
Ｃ
ａ
液
肥
を
月
２
回
、

５
ℓ
／
10
ａ
を
流
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
尻

腐
れ
が
少
し
で
も
発
生
し
た
場
合
、
葉
面
散

布
剤
の
方
が
効
果
が
高
い
の
で
、
葉
面
散
布

を
行
っ
て
下
さ
い
。



4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】物事を深刻に受け止めやすい傾向が。意識して良い面を探しましょう。部屋の整理整頓をすると心も穏やかに　
【健康運】運動不足になりやすいので、小まめに動いて　【幸運を呼ぶ食べ物】ニラ蠍　座10/24～

11/22

15 あぐりガイド

大
切
な
春
雨

　

4
月
20
日
は
二
十
四
節
気
の
穀
雨（
こ

く
う
）
で
す
。
必
ず
し
も
こ
の
時
期
に

雨
が
多
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

周
期
的
に
雨
が
降
っ
た
り
、
時
に
は
前

線
の
影
響
で
雨
が
続
い
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
の
雨
は
百
穀

春
雨
と
も
い
わ
れ
、
百
穀
を
潤
し
成
長

さ
せ
る
雨
と
し
て
、
植
物
や
農
作
物
に

と
っ
て
は
、
と
て
も
大
切
で
す
。

　

春
雨
を
絵
で
描
く
と
す
れ
ば
、
細
い

線
で
表
現
さ
れ
ま
す
。
雨
粒
が
細
か
く
、

し
と
し
と
降
る
雨
で
風
情
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
春
雨
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
よ
う
な

食
べ
物
が
、
そ
の
名
も
ズ
バ
リ
「
春
雨
」

で
す
。
春
雨
サ
ラ
ダ
、
春
雨
ス
ー
プ
な

ど
、
ご
ま
油
を
使
っ
て
中
華
風
に
す
る

と
、
よ
く
合
い
ま
す
ね
。

　

緑
豆
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ

の
で
ん
ぷ
ん
で
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、

消
化
も
良
く
、
炭
水
化
物
も
取
れ
ま
す
。

新
生
活
の
疲
れ
で
食
欲
が
な
く
な
り
が

ち
な
こ
の
時
期
に
良
さ
そ
う
で
す
。
春

雨
に
風
情
を
感
じ
な
が
ら
、
春
雨
料
理

で
疲
れ
を
癒

や
す
の
も
お

勧
め
で
す
。 気

象
予
報
士（
株
式
会
社
ハ
レ
ッ
ク
ス
）●
檜
山
靖
洋

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

●
7
・
8
月
咲
き
小
菊

定
植
苗
は
白
さ
び
病
な
ど
の
病
害
虫
の
な

い
も
の
を
使
用
し
、
で
き
る
だ
け
大
き
さ
の

揃
っ
た
も
の
を
12
～
15
㎝
程
度
の
株
間
で
、

日
照
の
悪
い
所
は
広
め
等
、
圃
場
条
件
に
合

わ
せ
た
植
付
け
を
行
っ
て
下
さ
い
。

仕
立
て
本
数
は
基
本
3
～
4
本
程
度
で
、

ピ
ン
チ
は
定
植
後
10
～
14
日
位
で
行
い
、
強

い
芽
は
他
の
芽
の
生
育
に
影
響
し
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
揃
っ
た
芽
を
残
す
よ
う
に
行
っ

て
下
さ
い
。

●
ス
ィ
ー
ト
ピ
ー

温
度
、
湿
度
と
も
高
く
な
っ
て
き
ま
す
の

で
、
ム
レ
や
シ
ミ
の
発
生
や
草
勢
の
低
下
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
病
害
虫
も
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
の
で
、
特
に
う
ど
ん
こ
病
、
ア
ブ
ラ
ム
シ

類
の
発
生
に
注
意
し
初
期
防
除
に
努
め
て
下

さ
い
。

●
ス
タ
ー
チ
ス

光
線
量
・
温
度
が
上
昇
し
、
開
花
ペ
ー
ス

が
早
く
な
り
、
ブ
ラ
シ
（
ガ
ク
）
も
退
色
し

や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
切
り
遅
れ
の
な
い

よ
う
に
採
花
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
色
あ
せ

の
軽
減
等
、
品
質
を
保
つ
た
め
、
防
風
ネ
ッ

ト
や
遮
光
資
材
を
利
用
し
て
ハ
ウ
ス
内
の
温

度
や
光
線
量
を
抑
え
て
下
さ
い
。

ま
た
、
採
花
間
隔
も
短
く
な
り
、
吸
肥
、

吸
水
量
も
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
草
勢
の
維

持
に
努
め
て
下
さ
い
。

病
害
虫
の
発
生
に
も
注
意
し
、
灰
色
か
び

病
予
防
に
は
農
薬
散
布
は
も
ち
ろ
ん
、
天
気

の
良
い
日
は
換
気
を
十
分
に
し
て
下
さ
い
。

●
カ
ス
ミ
ソ
ウ

二
度
切
り
用
の
蒸
し
込
み
（
内
張
り
）
を

外
す
時
は
、
一
気
に
外
さ
ず
、
徐
々
に
慣
ら

し
な
が
ら
で
き
る
だ
け
曇
天
、
雨
天
時
に
行

い
葉
焼
け
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

内
張
り
を
外
し
た
後
、
日
中
は
生
風
に
注

意
し
て
、
十
分
換
気
を
行
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
品
物
に
な
ら
な
い
下
枝
（
ネ
ッ
ト

の
高
さ
程
度
ま
で
）
は
必
ず
整
理
し
て
下
さ

い
。病

害
虫
（
う
ど
ん
こ
病
、
ス
リ
ッ
プ
ス
、

ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ダ
ニ
、
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類
等
）

の
発
生
に
注
意
し
初
期
防
除
に
努
め
て
下
さ

い
。

花
き
類

整
枝早

め
に
側
枝
の
摘
心
や
切
り
返
し
を
行
う

と
共
に
、
内
向
枝
を
整
理
し
て
側
枝
の
吹
き

と
果
実
の
肥
大
を
促
進
さ
せ
て
下
さ
い
。

ナ
ス
は
、
4
月
下
旬
か
ら
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ

を
入
れ
る
場
合
、
摘
葉
し
光
が
よ
く
当
た
る

よ
う
に
す
る
等
、
活
動
を
良
く
す
る
た
め
に

準
備
し
て
下
さ
い
。
農
薬
は
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ

へ
の
影
響
日
数
に
注
意
し
、
散
布
し
て
下
さ

い
。

●
豆
類

○
ハ
ウ
ス
ウ
ス
イ
・
キ
ヌ
サ
ヤ

気
温
の
上
昇
に
伴
い
生
育
が
早
く
な
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
収
穫
が
遅
れ
な
い
よ
う
に

注
意
し
、
気
温
の
上
昇
に
伴
い
潅
水
は
こ
ま

め
に
実
施
し
て
下
さ
い
。

雨
天
の
続
く
場
合
は
灰
色
か
び
病
に
注
意

し
、
適
期
防
除
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。

春
取
り
う
す
い
・
整
枝
作
業

　

降
霜
の
危
険
性
が
な
い
場
所
か
ら
整
枝
を

行
っ
て
下
さ
い
。

　

整
枝
本
数
は
、
圃
場
条
件
に
よ
っ
て
調
整

し
て
下
さ
い
。

●
ニ
ン
ニ
ク

降
雨
が
多
く
圃
場
に
水
が
溜
ま
り
や
す
い

状
態
は
春
腐
病
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、

防
除
及
び
排
水
対
策
に
努
め
て
下
さ
い
。

4
月
に
入
る
と
摘
蕾
の
時
期
に
な
っ
て
き

ま
す
。
と
う
は
伸
び
き
っ
て
か
ら
少
し
う
つ

む
い
た
と
き
に
摘
蕾
し
て
下
さ
い
。
早
す
ぎ

る
と
分
球
し
や
す
く
、
遅
い
と
球
肥
大
が
遅

く
な
り
着
色
の
割
合
が
高
く
な
る
の
で
注
意

し
て
下
さ
い
。
収
穫
は
、
摘
蕾
後
10
日
か
ら

14
日
後
を
目
安
に
下
葉
が
1
／
3
程
度
黄
変

し
た
頃
で
す
。

・
春
腐
病

　

Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
66
Ｄ　

50
倍



4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�努力が認められるなど、うれしい出来事が期待できます。リーダー役に抜てきされやすいので意欲的に引き受けて　
【健康運】体力過信気味。疲労解消を怠らないこと　【幸運を呼ぶ食べ物】サヨリ射手座11/23～

12/21

16インフォメーション

○
協
議
事
項

（
１
）
経
理
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

（
2
）�

平
成
30
年
度
中
央
会
期
中
Ⅰ

に
お
け
る
改
善
指
示
事
項
に

対
す
る
処
理
状
況
報
告
書
に

つ
い
て

（
3
）�

新
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
改
修
工

事
の
実
施
に
つ
い
て

（
4
）�

梅
干
製
品
の
新
規
取
引
に
つ

い
て

（
5
）�

所
在
不
明
組
合
員
の
資
格
喪

失
に
つ
い
て

（
6
）
出
資
の
減
口
に
つ
い
て

（
7
）�

梅
加
工
施
設
増
改
築
に
向
け

て
の
建
築
委
員
会
の
設
置
に

つ
い
て

　

協
議
の
結
果
、
全
事
項
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

第
10
回 

日 

時 

： 

平
成
31
年
２
月
27
日

場 

所 

：
Ｊ
Ａ
本
店
3
階
会
議
室

退
職
者
の
お
知
ら
せ

　

平
成
31
年
２
月
12
日
付　
　

【　
　

】内
は
前
部
署
で
す
。

出羽　伸次
【川辺支店】



4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�思うようにならないことが多くなる気配。特に家族など、身近な人たちから干渉されがち。感情的にならないで　
【健康運】健康食品に凝り過ぎ。ほどほどがベスト　【幸運を呼ぶ食べ物】ヒジキ山羊座12/22～

1/19

17 紀州紹介コーナー

直売所出品者紹介

Ａコープかわべ
さわやか日高

出品先

苺（まりひめ・
      さちのか）
苺ジャム

主な出品物

15 年前から苺の栽培を始めました。繊細な作物なので、
栽培管理には気を付けています。甘くてジューシーな苺
を食べていただきたいと思い、完熟で収穫しています。
規格外品は加工して苺ジャムにしています。
これからもお客様に安心・安全で新鮮なものをお届けし
ますのでよろしくお願いします。

やっぱり、地元産！

出品者募集中！
問合せ先：産直部会 ☎ 090−4907−7765（担当：西川）

いなみ営農販売センターでミニトマトの担当にな
り、今年で 2 年目になります。

まだまだ未熟なところがあるので、早く一人前にな
れるよう日々精進し、業務に励んでいきますので、ご
指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

紀州のええとこ、こんなとこ Vol.

33

今回紹介させていただくのは「そば処・わ
くわく」さんです。

平成 23 年に、所有者の方々から町に寄
贈されたという「旧原邸」の調理場を大規模
にリニューアル。その後、NPO 法人由良わ
くわく塾さんが「食事処」として活用するこ
とを町に提案。承認されたことからオープン
に繋がったそうです。

そこで、同塾理事の三好章五さんは「そば
打ち」が趣味だったことから、経験を活かし、
お蕎麦屋さんに決まったそうです。

また、産品等の販売も行っているので、皆
さんも是非、足を運んでみてはいかがです
か。
【住所】日高郡由良町中 257-1

JA紀州管内の名所・
隠れスポット
を紹介！

そば処・わくわく

【取材】
由良支店　中岡千夢紀

日高川町  龍
たつ

田
た

　雅
まさ

人
と

さんい
な
み
営
農
販
売
セ
ン
タ
ー

営
農
指
導
員

勝か
つ

本も
と

　
卓

た
か
し



ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル

①クイズの答え

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④電話番号

⑤お便り・感想

切
手

6 4 4 0 0 1 1

御
坊
市
湯
川
町
財
部
668

１

Ｊ
Ａ
紀
州

く
ら
し
の
活
動
課  

行

■応募方法
　右記の記入例を参考に、はがき
ま た は FAX（0738-32-7140）
にてご応募下さい。
　皆様からお寄せいただいたおた
より、感想等は広報誌・HP 上に
掲載させて頂く場合がございます。
その際は市町村・イニシャルを使
用させて頂きます。ご了承下さい。

4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�コミュニケーション運が上々。初対面の相手ともフランクに話すことで、耳寄りな情報が。ネット検索にもつき　
【健康運】体を動かせば、より快調に過ごせます　【幸運を呼ぶ食べ物】ゼンマイ水瓶座 1/20～

2/18

18読者の広場

ホンダＮ360を所有しています。現行のホンダＮ－ＯＮＥのモチーフとなったモデル
です。所有の車は昭和45年式でバイクと同じ空冷エンジンが搭載されていて、50年
近く経った今も当時と変わらぬコンディションを保っています。井上さんは「維持してい
く上での苦労はありますが、それ以上の愛着とビンテージカーの魅力があり、これから
も大切にしていきたいと思います」と話してくれました。� 【取材】稲原出張所　神前 正光

印南町印南原　　井
い の

上
う え

 孝
た か

夫
お

さん（62 才）

私 の 趣
味

！

二重マスの文字をA～Dの順に並べてできる言葉
はなあに ? 出題●ニコリ

① �春の山菜の一つ。スギナの胞子茎です
② �和・──・中の料理が味わえるレス

トラン
③ �絵の具を混ぜ合わせるときに使う板
④ �開店祝いに胡蝶（こちょう）──を

贈った
⑤ �水が湧き出てくる所
⑦ �奈良県の桜の名所
⑩ �あまり飾り気がありません
⑫ �北海道で生まれた馬や人をこう呼び

ます
⑬ �火のない所に──は立たぬ
⑭ �米寿は数え年 88 歳のお祝い、──

は 77 歳のお祝い
⑰ �「！」は感嘆符、「？」は──符
⑲ �はさみを振りつつ横歩き
⑳ �一、十、百、千、──

■ヨコのカギ ■タテのカギ
② �お酒にのまれている人

⑥ �先祖の冥福を祈り、追善──を行った

⑧ �眼鏡のフレームにはめます

⑨ �両手と両足のこと

⑩ �彼は質問に───なく答えた

⑪ �首の前部にある出っ張り

⑮ �牧場の周りによく立てられています

⑯ �踏むことでよく育つ穀物

⑱ �楽しいとすぐに過ぎてしまいます

⑳ �阿寒湖の物は特別天然記念物

 �一角獣とも呼ばれる想像上の生き物

●先月号の答えは
 「ホワイトデー」でした

2 月号応募数：153 通

プレゼント!
●締切　
3月31日（日）消印有効
�当選者の発表は、発送をもって代
えさせて頂きます。

正解者の中から抽選で５名の方に、

王
お

糖
と

姫
ひめ



川
柳
・
俳
句
・
短
歌
募
集
！

宛
先
は
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
先

と
同
じ
で
す
。住
所
、氏
名（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

電
話
番
号
を
お
忘
れ
な
く
！
作
品
は
、
川

柳
・
俳
句
・
短
歌
の
区
別
を
ご
記
入
下
さ
い
。

【全体運】�周りへの気配りを発揮することで、運が上向く兆し。余暇はオペラやミュージカルを見に行くと、良い刺激に　
【健康運】消化の良い食材が体調を上向かせる鍵に　【幸運を呼ぶ食べ物】ミツバ

4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

魚　座 2/19～
3/20

19 ふれあいコーナー・表紙紹介

寒
か
っ
た
り
、
急
に
暖
か
く
な
っ
た
り
、
早
く

春
よ
こ
い
と
思
い
ま
す
♪
こ
の
頃
は
野
菜
の
い
ろ

い
ろ
入
っ
た
金
山
寺
味
噌
を
お
い
し
い
お
い
し
い

と
食
事
の
時
の
楽
し
み
で
す
。（
日
高
町
Ｆ
・
Ｅ
）

◎
大
好
き
な
も
の
を
食
べ
て
い
る
時
っ
て
一
番
幸

せ
な
時
で
す
よ
ね
。

私
の
母
が
野
菜
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
今

年
は
暖
か
か
っ
た
か
ら
な
の
か
？
野
菜
が
す
ご
く

大
き
く
育
ち
ま
し
た
。
白
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
タ

ス
…
。
キ
ャ
ベ
ツ
は
お
好
み
焼
き
に
し
た
り
、
野

菜
炒
め
に
し
て
食
べ
た
り
、
で
も
ま
だ
減
り
ま
せ

ん
。
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
少
な
い
の
で
大

変
！！
で
も
残
さ
ず
、
全
部
い
た
だ
き
ま
す
♪

（
印
南
町
Ｎ
・
Ｍ
）

◎
ぜ
ひ
、
過
去
の
ス
マ
イ
ル
ハ
ー
ト
の
レ
シ
ピ
も

参
考
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

い
つ
も
、
表
紙
の
子
ど
も
達
の
笑
顔
に
癒
さ
れ

て
い
ま
す
。
年
を
取
る
と
、
だ
ん
だ
ん
笑
う
機
会

が
少
な
く
な
っ
て
！
私
も
笑
顔
を
忘
れ
ず
、
生
き

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。�

（
日
高
町
Ｓ
・
Ｍ
）

◎
こ
れ
か
ら
も
、
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
な
広
報
誌

作
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

く
の
い
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
盛
り
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
御
坊
の
女

性
の
パ
ワ
ー
に
は
凄
い
と
思
っ
た
！
龍
神
の
女
性

達
も
何
か
と
活
躍
中
で
す
。
く
の
い
ち
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
一
度
観
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
龍
神
村
Ｏ
・
Ｔ
）

◎
来
年
は
ぜ
ひ
、
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。
ス
タ

ッ
フ
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

読
者
か
ら
の
お
便
り

　

太晴くんは、明るくていつも笑顔な
男の子。最近は、体を動かして遊ぶこ
とが大好き。公園のすべり台がお気に
入りで、自分でのぼって何度もすべっ
て遊んでいます。
少しずつ話せる言葉も増えてきて、
バナナを「バー」、犬を「ワンワン」、
その他には「ゼリー」等話せるように
なってきました。

�ご家族からのメッセージ　
太晴の笑顔は家族みんな笑顔になる
よ。これからも元気いっぱい大きくなっ
てね！

表紙紹介
　桜餅。みなさんお好きでしょ

うか。私は大好きです。幼い頃は
あの葉が苦手だったのに、今では
無いと寂しさを感じるくらいにな
りました。桜を見ながら一度食べ
てみたいと思いながら、３月、４
月と去っていきます。もう少し大
人になって、いずれか家族を持っ
たら、お花見なんか毎年恒例行事
の様に、楽し
みたいと夢を
みています。

編集後記

中
なか

村
むら

　太
たい

晴
せい

くん（1才）

日高川町松瀬

三
更
や　

銀
泥
冴
え
て　

春
北
風�

（
印
南
町 

P.N 

井
蛙
）

俳
　
句

美
味
し
い
ね　

梅
い
な
り
ず
し　

一
番
ね�

（
由
良
町　

Ｎ
・
Ａ
）

在
り
し
日
の　

祖
母
彷
彿
と　

千
社
札�

（
印
南
町 

P.N 

酔
芙
蓉
）

川
　
柳
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ミルフィーユ&イチゴサンド

＊ 作 り 方 ＊

女性会 副会長

元峯 初美さん㊧ 田中 秀子さん㊨

パイシート� 1枚
イチゴ� 適量
ホイップクリーム� 適量

★カスタード★
　牛乳� 200ml

イチゴ� 5個
食パン（8枚切）� 2枚
生クリーム� 200ml
砂糖� 15g

※ミルフィーユ下準備
　オーブンを200℃に予熱する。

＊ ミルフィーユ材料（2 人分）＊ ＊ イチゴサンド材料（4 カット分）＊

　  砂糖� 50g
　  卵黄� 2個
　  小麦粉� 20g
A

食パン2枚とも片面に全体に１
を塗り、対角線上に2を並べて挟
む。ラップで包み約20分冷やして
対角線上に切る。

ボウルに生クリーム、砂糖を入れ、
ボウルを冷やしながら固くなるま

で混ぜる。

イチゴ４個を半分に切る。残り1
個は４分の１に切る。❸

❷

イチゴサンド
❶

★４月号から料理紹介がさらにリニューアルします！

❹

膨れ上がったパイシートを
半分に手で割り、焼き色が
つくまで焼く。（市販のパイ
シートは膨れやすいため）

❶

ボウルにＡを入れ、薄い黄
色になるまで泡だて器でよ
く混ぜる。

順番に4、2、5、ホイップク
リームをのせる。同じ様に
し、2 層にする。最後に2を
少量のせ、イチゴをのせる。

❻

パイシートを4 等分にし、
予熱したオーブンで10 分
焼く。

❸

❺

イチゴを薄切りにする。

❷

牛乳を鍋で温める。温まった
ら火を調整し、1を入れてよ
く混ぜる。とろみがついたら
火を止め、粗熱をとる。

ミルフィーユ
カスタード パ　イ

ホイップクリーム

旬のイチゴを使ったスイーツ！
クリームの甘さと
甘酸っぱいイチゴが相性抜群！
やみつきになります。


